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結婚
〜きょうだいの結婚〜

⼩学⽣の頃は「両親が亡くなったら⾃分が弟の⾯倒を⾒なアカン」と思っ
ていた。年齢を重ねていく中で「障がい者の弟がいることで（相⼿の家族に
反対されて）私は結婚できないかも知れない」という思いも持つようになっ
た。

私と同じような結婚観を持つ“きょうだい”は少なくないと思う。
「相⼿の家族に反対されて結婚できないかも知れない」というのは、どこか
で知った訳でもなく、誰かに⾔われたものでもないが、⾃分の様々な経験か
らこう思うようになったのは確かだと⾔える。
親友が、結婚する時に⼿紙をくれた。そこにはこんな⼀⽂がある。

『今まであなたが結婚を考えられなかった理由に、弟のことが根底にあるの
は痛いほど伝わってきていた。障がい者を⾝内に持つ⼈達の“結婚”が、私達
のとらえている“結婚”と全く違う意味を持っているんだな、と感じていた』
今⽉号の前穂通信で、私が綴りたいことが、この⼀⽂に全て集約されてい
る(笑)

この紙⾯を読んでいただいてる⽅々は障がい者の家族だけではないことを
前穂さんから伺っている。
若い世代の⼈は『もし恋⼈のきょうだいが知的障がい者だったら』と、⼦
供を持つ世代の⼈は『⼦供の結婚相⼿のきょうだいが知的障がい者だったら
どうするか？』…あえて“知的障がい者”と限定した上で、これを読み終えた
後に⼀瞬でも想像してもらえたらいいな…と思う。

前月号でもお伝えさせて頂きました、前穂主催のオープンセミナーがもうすぐ開講です。

改めて日程などお伝えさせて頂きます。

■日時 ： 9月7日（水）13：30～15：00 開場13：00
■場所 ： ゆうあいセンター４F研修室

①「障がい福祉の未来」自立センター前穂 主任 中木直人（社外で講師も務めております）

②「成年後見制度について」行政書士の方
③「お金の上手な残し方」ファイナンシャルプランナーの方
以上を予定しております。是非、お誘い合わせの上、お越し下さります様お願い申し上げます。

人材の養成及び、障がい（児）者の社会参加促進の一環として知的障害（児）者移動支援従業

者養成研修の定期的な実施に取り組んでおります。次回は10月10日（月・祝）、23日（日）の予

定で、祝日及び、日曜日の開講となります。2日間の研修での資格取得となり、お知り合いなど、

ご興味をお持ちの方、ご一報お待ちしております。


